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第１回学識者懇談会での主な意見

他河川のような外水1/30、内水1/10といった目標設定について疑問。

内水対策など 河川管理者だけで取り組むには限界がある 対策については流域全体で取内水対策など、河川管理者だけで取り組むには限界がある。対策については流域全体で取
り組んでいく姿勢が必要。

治水整備メニューの検討プロセスについて 再整理すべき治水整備メニューの検討プロセスについて、再整理すべき。

整備メニューの適応可能な項目を抽出するための議論をもっとしっかりやるべき。

一度議論した内容も審議の経過如何によっては再度議論できる枠組みで進めるべき。

治水整備メニューの概略評価に、地盤沈下対策（地下水採取の抑制）、クリークの水位低下治水整備メ ュ の概略評価に、地盤沈下対策（地下水採取の抑制）、クリ クの水位低下
を内水対策として追加すべき。

一つの対策だけでなく組み合わせでの評価も必要である。対策 け な 組 合わ 評価 必要 あ 。

河口域、上流域等区分毎の評価が必要。

治水対策については動植物や海域への影響を評価に加えるべき。
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六角川水系河川整備計画策定までのプロセス
（六角川水系学識者懇談会における議論のプロセスとして）

学識者懇談会

■治水

災害発生の防止・軽減

①洪水（外水）対策のイメージ

S28

H2

1/30

1/100

安全度
【総合的な被害軽減対策】
•水防警報等の充実
•水防活動との連携、支援
【災害に強い地域づくりの実現】
•情報提供手段の多様化
•ハザードマップ作成支援
住民参加型 防災訓練 実施 など

学識者懇談会

第１回～第３回

①洪水（外水）対策

②内水対策

③高潮対策

S28
H21

H22

1/30

・・・ ・・・

現在の
整備水準

【国交省の直轄事業として整備】
•築堤、河道掘削、洪水調節施設 など

•住民参加型の防災訓練の実施 など

主に洪水対策に係る審議
概略評価（一次選定）
治水対策案の評価（二次選定）

■利水

④維持管理

河川の適正な利用及び流水の

②内水対策のイメージ
【総合的な内水対策の実施】
•家屋や道路のかさ上げ
•自治体による災害危険区域の指定
•ため池、クリークの有効活用 など
※実現に向け関係行政機関と連携を図る。

安全度

第４回

■環境

正常な機能の維持

河川環境の整備と保全

1/10
現在の
整備水準

【国交省の直轄事業として整備】
•河道断面には外水1/30に加え1/10内水
排水量までを考慮

•内水排水の施設整備については被害の
状況等を踏まえ関係機関と連携・調整のう
え必要に応じ適時実施

主に利水・環境・維持管理
に係る審議

■整備計画（原案）公表

第５回～第６回
主に

原案に対する住民
意見聴取等の実施

内水1/10排水量を
見込んだ河道整備
を実施

内水排水の施設整備に
ついては関係機関と連
携・調整のうえ必要に
応じ適時実施

■整備計画（案）公表

主に
原案本文記載内容
住民意見の反映状況
治水事業の費用対効果分析
に係る審議

意見聴取等の実施

■治水事業の費用対効果分析
外水1/30

内水1/10

ポ
ン
プ

■整備計画（案）公表

■整備計画策定 2


